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４月４日、３６人の学者・文化人等の呼びかけによる「４・４

全国集会」が東京・日比谷野音で開催されました。冒頭、中山和

久早大名誉教授が呼びかけ人を代表して挨拶。当該労働組合を代

表して決意表明した佐藤国労委員長が中里議長を壇上で紹介し、

中里議長から「中央共闘は国労と一心同体の関係にあり、佐藤委

員長挨拶を全面的に支持する」との決意が申し添えられました。

集会は神宮闘争団全国連絡会議議長を始め、被解雇当事者で構成

する「１０４７連絡会」の各代表が決意表明を行った後、アピー

ル文を採択。集会終了後は東京駅までデモ行進が行なわれました。

「「「「思思思思いいいいははははたたたただだだだ一一一一つつつつ ここここのののの機機機機にににに解解解解決決決決をををを」」」」－－－－国国国国労労労労本本本本部部部部佐佐佐佐藤藤藤藤委委委委員員員員長長長長決決決決意意意意表表表表明明明明（（（（要要要要旨旨旨旨））））

昨年の９・１５判決は、時効までの限られた時間の中で、被解雇者は言うまでもなく、当該組織の大同団結な

しには、悲願であるＪＲ復帰を含む全体解決を実現することはできないという厳しい現実を、私たちに突きつけ

ました。判決以来、国労は様々な議論を積み重ね、深刻な組織の混乱を克服し、全組合員・闘争団・家族が一つ

になったことを報告します。国労はもちろん、当該組織の「まなざし」と「熱い思い」はただ一つ「この機に解

決を」に集約されています。政府・政治の責任が重大であることは、東京地裁判決が「不当労働行為」を指摘し

たことでも明らかです。私は政治の場における、早期の話し合い

による解決を改めて強く求めます。

過日、呼びかけ人代表から「準備運動は終わった。これから

は当該組合が闘いの先頭に立って解決を」と叱咤激励を受けま

した。その期待に何としても応えなければなりません。国労は

集会後直ちに、政府に解決を迫る全国的な大衆行動を呼びかけ

ます。全ての支援団体の力を合わせぬ限り解決はありません。

全国の支援共闘団体の皆様の賛同と協力を心から要請致します。

今、解決のときです。私たちは被解雇者を包み、具体的要求

と統一交渉団を組織し、「解決を迫る」にふさわしい舞台を作り

上げ、全体的解決実現のために、全力を尽くします。
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関係当事者間の努力によって、「２・１６集会から、４・

４集会へ」と昨年９月１５日の東京地裁判決を機に、政府の

責任による解決を実現させるために大同団結をはかろうとい

う機運もつくられました。

中央共闘と連帯する会では、こうした情勢を踏まえて昨

年１２月１日から３月末までの４ヶ月間にわたり、とりわ

けデール基金への緊急カンパを中心に「デール基金・連帯

する会・国労統一物販」への協力要請を訴え、全国に足を

運ぶオルグを実施いたしました。

さっそくこの呼びかけに応えてご協力いただいた関係労

組・団体・各位に対し、重ねて御礼申し上げるとともに、

引き続き給付継続に向けた御協力を切にお願い申し上げます。

ごごごご協協協協力力力力いいいいたたたただだだだいいいいたたたた労労労労働働働働組組組組合合合合・・・・団団団団体体体体名名名名

岩波書店労組／全国生協労連／東京都労働組合連合会／ＪＭＩＵ／全運輸本部／全農協労連／国公労連／全日本港湾労働組合

／須崎市民館保育所職員組合／北海道労金労組／愛媛労働組合会議／中予地区労センター／全水道塩竈水道労組／東北労金宮

城多賀城／北海道私教協／自立労組連合／福島中央テレビ労組／自治労中土佐町職組／名古屋市職員労組／東北労金福島二本

松／国鉄闘争に連帯する会／塩竈市職員労組／自治労馬路村職員労組／宮城交通労組塩竈支部／福島交通労組船曳支部／自治

労全道庁労組／高知県建設技術公社労組／運輸労連宮城県連合会／全日通労組宮城支部／全農林家畜改良センター分会／高知

市職員労組／静岡労金労組／民放労連／建設関連／帯広大谷学園教職員労組／目黒区職労／北海道教職員組合／名古屋市立高

教組／北海道平和運動フォーラム／岩見沢平和運動フォーラム／夕張市職員労組／全昭和電工労組／札幌市立病院職員組合／

社民党千葉県連合／私鉄総連定山渓鉄道支部／自治労中頓別町職組／リヨク資源機構労組／全労済労組北海道総支部／愛媛社

会文化会館／社民党宮城県連合／全水道盛岡水道労組／長崎平和運動センター／雇用労北海道職業能力開発大学校分会／自治

労中標津町職員労組／福島県教組北会支部／日本共産党岡山県議員団／日本道路公団労組北海道支部／全道庁水産ふ化支部道

南市場分会／全造船北海道地方支部／全道庁後志総支部／全道庁檜山総支部／全道庁十勝総支部／自治労十勝支庁支部南部分

会／全道庁釧路総支部／全道庁宗谷総支部／全道庁渡島総支部／全道庁帯広社会保険事務所支部／全道庁十勝保健福祉部支部

／全道庁根室総支部／全大阪労働組合総連合／岡山県労働組合会議／全道庁日高総支部／全道庁釧路総支部／全道庁上川総支

部／全道庁札幌総支部／福島県教職員組合／社民党第二支部連合幹事会／静岡県高教組／世田谷区職労／自治労剣淵町職労／

全道庁十勝総支部十勝農試支部／国労新潟地方本部／国労兵庫地区本部／国労盛岡地方本部／国労千葉地方本部／国労四国本

部／国労岩沼駅連合会／国労静岡地方本部／国労仙台地方本部／国労秋田地方本部／国労長野地方本部／国労米子地方本部／

国労高崎地方本部／国労郡山保線区分会／国労九州新聞意見広告実行委員会／国労甲府支部／国労福島自動車分会／国労宮城

小牛田運輸区分会／国労仙台サークルカンパ／国労北陸地方本部／国労福井支部／国労名古屋地方本部／国労高知地区本部／

国労新幹線地方本部／国労北海道本部／国労広島地方本部／国労盛岡地方本部４・１集会カンパ／岩手県教職員組合／全自交

労連岩手地方本部／平和環境盛岡紫波地区労センター／平和環境岩手県労働組合センター／交運書記職員労働組合協議会（順

不同）

※ 2005年4月 ～ 2006年4月3日現在 個人名は未掲載としました




